
事業
項目 対 象 助　　成　　内　　容 申請期限

自動車安全運転センター発行の
運転記録証明書等発行手数料の
助成

 ８００円/人(上限枚数　当該年度４月１日現在の
被けん引車を除く保有車両数の１.２倍まで）

令和9年
3月15日(月)

 適性診断手数料(一般)         ２,４００円/人

 適性診断手数料(初任)         ２,８００円/人

 適性診断手数料(適齢)         ２,８００円/人

 運行管理者基礎講習手数料　　 ４,９００円/人

 運行管理者一般講習手数料     ２,２００円/人

フォークリフト等の指定の技能
講習の資格を指定機関で取得し
た場合の受講料の一部助成

 ４,０００円/人
 （陸災防未加入者は３,０００円/人）

令和9年
3月25日(木)

後方視野確認支援装置を導入し
た際の経費の一部助成

 取得価格の１／２　上限 ２０,０００円

側方視野確認支援装置を導入し
た際の経費の一部助成

 取得価格の１／２　上限 ２０,０００円

側方衝突監視警報装置を導入し
た際の経費の一部助成

 取得価格の１／２　上限 １００,０００円

呼気吹き込み式 アルコールイ
ンターロック

 取得価格の１／２
 上限  ６０,０００円、１会員あたり２台

ＩＴ機器を活用した遠隔地で行
う点呼に使用する携帯型アル
コール検知器

 取得価格の１／２
 上限  ２０,０００円、Ｇマーク事業所のみ

600N･m以上の締め付け能力を有
する大型車用トルク・レンチ

 取得価格の１／２ 上限  ３０,０００円
 車両総重量８ｔ以上の事業用トラックを管理する
 会員に対して上限１台

 車載器   取得価格の１／２
・運行管理連携型　上限５０,０００円
・一体型　　上限５０,０００円

 上限 １会員あたり６００,０００円

可動式突入防止装置を取り付け
た際の経費の一部助成

 突入防止装置代及び工賃の１／２
 上限 １００,０００円/台、１会員あたり５台

令和9年
3月15日(月)

 第一次・第二次検査費用の１／２
 上限 ２,５００円/人
（１会員あたり上限５０人）

 ・国の補助金との併用不可

指定する全自動血圧計（業務
用）を購入する際の経費の一部
助成

 取得価格の１／２　上限 ５０,０００円
 (中小企業者のみ)

令和9年
3月15日(月)

ドライバーが脳ドック検査、心
臓ドック検査を受診した際の検
査費用及び、熱中症対策資材を
購入する際の経費の一部助成金

・脳・心臓ドック
  検査費用の上限 １５,０００円/人
 （申請回数は定めない）
・熱中症対策資材
（電動ファン付き作業着、ペルチェウエア）
 購入価格の１／２　上限 １００,０００円
 （１事業者あたり１回のみ）

令和9年
2月26日(金)

自動点呼にあっては、国が認定
した機器、遠隔点呼にあって
は、国が推奨する機器等を新た
に導入し、費用を負担した場合
に助成

 機器等を令和４年４月１日以降に契約若しくは利
 用を開始し、かつ国土交通省に届出をして承認さ
 れた会員事業者に対して１５０,０００円/台
（１会員あたり１台）

令和9年
2月26日(金)

車輪脱落事故防止資材を購入す
る際の経費の一部助成

 当該年度に導入、装着した資材価格の１／２
 上限 ２００,０００円
 (1事業者あたり1回のみ）

令和9年
3月15日(月)

１
事
故
防
止
対
策
関
係

指定の検査･医療機関で受診し
たスクリーニング検査のうち健
康保険適用外である検査費用の
一部助成

令和9年
1月29日(金)

⑦睡眠時無呼吸症候群(ＳＡＳ)
スクリーニング検査実施助成金
　[事前申請]

⑪車輪脱落事故防止資材導入助
成金 [実績申請]

②適性診断手数料及び
運行管理者講習受講料助成金

③技能講習助成金　[実績申請]

令和9年
3月15日(月)

車載器を新たに導入･装着した
際の経費の一部助成

令和9年
2月26日(金)

⑥可動式突入防止装置導入促進
助成金  [実績申請]

⑤ドライブレコーダー機器
導入促進助成金　[実績申請]

令和8年度助成制度の概要

助  成  事  業  名

①運転記録証明書等発行手数料
助成金

⑧血圧計導入促進助成金
　[実績申請]

自動車事故対策機構等の行う適
性診断手数料、基礎講習、一般
講習の受講料の助成

令和9年
3月10日(水)

④安全装置等導入促進助成金
　[実績申請]

⑨健康起因事故防止対策等助成
金　[実績申請]

⑩自動点呼（ロボット点呼）機
器及び遠隔点呼機器等導入促進
助成金 [実績申請]
                         [※]



事業
項目 対 象 助　　成　　内　　容 申請期限助  成  事  業  名

 小型                     ２４３,０００円

 中型                    ９１７，０００円

 大型　　　　　　 　　 １,５００,０００円

 小型　　　　　　　       １９３,０００円

 中型                     ６７０,０００円

 大型            　　     ９００,０００円

電気自動車
電気自動車を導入する際の経費
の一部助成

 小型　　　　　　         ４５０,０００円

[※] 燃料電池車
燃料電池自動車を導入する際の
経費の一部助成

 小型              　　　 ４５０,０００円

 最大積載量２t以上４t未満   ４０,０００円

 最大積載量４t以上８t未満   ９０,０００円

 最大積載量８t以上        １４０,０００円

（１会員あたり上限３台）
 ・国の補助金との併用不可

エコタイヤ及び再生タイヤを導
入する際の経費の一部助成

 ３,０００円/本
 (１会員あたり上限３００,０００円(100本分))
　●申請書提出期限
　・上期(当該年度４月から９月までに購入装着支
　　払)　令和８年１１月３０日（月）
　・下期(当該年度１０月から３月までに購入装着
　　支払)　令和９年３月１５日（月）

【上期】
令和8年

11月30日(月)
【下期】
令和9年

3月15日(月)

 エア(燃焼式)ヒーター
　     取得価格の１／２  上限 ６０,０００円

 車載バッテリー式冷房装置
       取得価格の１／２  上限 ６０,０００円

（１会員あたり上限３台）

グリーン経営認証登録又は更新
にかかる経費の一部助成

 新規取得費用の１／２　上限 ８０,０００円
 更新費用の１／２  　　上限 ４０,０００円
 ※複数事業所をまとめて申請の場合も同様とする

令和9年
3月15日(月)

 利子補給　現在、調整中

 融資枠  　８千万円

融資を受ける際に信用保証協会
に支払った信用保証料の一部助
成

 信用保証料の１／２　上限 １００,０００円
令和9年

3月15日(月)

岡山県経済変動対策資金等の保
証を受ける際に信用保証協会に
支払った信用保証料の一部助成

 信用保証料の１／２　上限 ２００,０００円
 ※災害関係保証を含む場合、
　　　　　　　　　　　上限４００,０００円

令和9年
3月15日(月)

会員事業所の経営者、管理者が
中小企業大学校の指定講座を受
講した場合の受講料の一部助成

 受講料の２／３
令和9年

3月15日(月)

 宿泊研修               １名  ２,０００円以内

 日帰り研修　         　１名  １,０００円以内

 特別研修  受講料全額

 一般講習  受講料の一部（２０,０００円以内）

 上限　１会員あたり５名
 ●対象研修期間
　・１次募集 当該年度４月から９月までの講習
　・２次募集 当該年度１０月から３月までの講習

３
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
関
係

③エコタイヤ及び再生タイヤ
導入促進助成金　[実績申請]

ＣＮＧ車･ＬＮＧ
車
(リース･買取)

⑥トラックドライバー等安全
教育訓練促進助成金
[事前申請]

令和9年
1月29日(金)

①低公害車
導入促進助
成金
[事前申請]

【1次募集】
令和8年

4月1日(水)～
6月30日(火)
【2次募集】
9月1日(火)～
11月30日(月)

会員事業者が人材育成の目的で
協会指定施設において従業員研
修会を実施した場合の経費の一
部助成

２
環
境
対
策
関
係

④アイドリングストップ支援機
器導入助成金　[実績申請]

⑤グリーン経営認証制度
促進助成金　[実績申請]

⑤従業員研修助成金 [実績申請]

①近代化基金
融資利子補給

一般融資
[事前申請]

物流施設･福利厚生施設等の整
備及び省エネ関連機器、車両等
の購入資金

令和9年
1月29日(金)

アイドリングストップ支援機器
を購入する際の経費の一部助成

令和9年
3月15日(月)

最新規制適合車を導入する際の
経費の一部助成

②最新規制適合車導入促進助成
金(リース･買取) [実績申請]

令和9年
3月15日(月)

ＣＮＧ車･ＬＮＧ車を導入する
際の経費の一部助成

ハイブリッド車
(リース･買取)

ハイブリッド車を導入する際の
経費の一部助成

令和9年
3月15日(月)

指定安全教育訓練施設での指定
のドライバー等安全教育訓練の
受講料の助成

②信用保証料助成金
(運転資金等)　[実績申請]

③信用保証料助成金
(経済変動対策資金･経営安定資
金･セーフティーネット保証､災
害関係保証)　[実績申請]

④中小企業大学校講座受講料助
成金  [事前申請]



事業
項目 対 象 助　　成　　内　　容 申請期限助  成  事  業  名

[※]

「指定自動車教習所等」を利用
して準中型免許の取得又は特別
教習等を受講した場合の費用の
一部助成

・準中型免許の取得          ４０,０００円以内
・５トン限定準中型免許の限定解除
                           ２５,０００円以内
・特例教習受講
 　受講費用の１／３ １００,０００円以内
　 (１事業者あたり上限３００,０００円)
・外免切替講習受講料の１／２
　上限　４０,０００円

令和9年
2月26日(金)

高校生以上の学生による職場体
験を受け入れる経費の一部助成

 受入期間　３日間　　　　９０,０００円
　　　　　 ４日間　　　１１０,０００円
　　　　　 ５日間以上　１３０,０００円
　(１事業者あたり１回、中小企業者のみ）

令和9年
2月26日(金)

ドライバー等の採用活動のため
の企業説明会やＨＰ作成、ＰＲ
動画作成、交通安全教室外の経
費の一部助成

 実施経費の上限 １００,０００円
 (１事業者あたり１回）

令和9年
3月15日(月)

軽油供給施設を新設及び代替・
増設する場合の経費の
一部助成

 新設　上限 １,０００,０００円 (１カ所分のみ)
 増設　上限    ３００,０００円
　(１施設･１基１回のみ)

令和8年
10月30日

(金)

働きやすい職場認証制度に基づ
き認証取得（新規認証または継
続認証取得）に要する経費の一
部助成

 新規認証取得（上位認証取得を含む）または同位
継続認証取得の申請を行い、認証機関の審査に合格
し、登録証書の交付を受けた事業者（岡山県内に本
社がある事業者に限る）
 経費の１／２ 上限   ５０,０００円

令和9年
3月15日(月)

経営状況、財務状況等を把握
し、適切な運賃･料金の設定、
取引先との交渉に必要な診断･
支援費用の一部助成

・ステップ1（経営診断）
　診断費用のうち8万円（Gマーク事業者　10万円）
　診断士の交通費の一部　上限5万円
・ステップ2（経営改善支援）
　支援費用のうち12万円（Gマーク事業者　13万円）
　診断士の交通費の一部　上限5万円
・ステップ3（運賃交渉支援）
　支援費用のうち1日あたり8万円　最大4日、32万円
　（Gマーク事業者　1日あたり9万円、最大4日、36万円）
　診断士の交通費の一部　上限5万円

令和9年
2月26日(金)

４
災
害
輸
送
対
策
関
係

防災対策や感染症防止対策のた
めの助成対象物資の購入に要す
る経費の一部助成

助成対象物資を新たに購入した事業者
購入経費の１／２ 上限   ３０，０００円

令和9年
2月26日(金)

◎各助成制度の最新情報や要綱、申請様式（申請書、実績報告書、変更届）の取得については、
岡山県トラック協会のホームページを利用してください。

https://okayama-ta.or.jp/
トップページ→助成事業

３
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
関
係

⑫「働きやすい職場認証制度」
（運転者職場環境良好度認証制
度）取得等促進助成金
[実績申請]

・練習場を利用し免許を取得した場合､大型・
　中型・けん引免許取得に係る利用料の全額
  （１事業者あたり３名)
・教習所を利用し免許を取得した場合､教習費用
  の１／２
  大型免許         １名 ５０,０００円以内
  中型免許         １名 ３０,０００円以内
  けん引免許       １名 ３０,０００円以内
（１事業者あたり２名)

令和9年
3月15日(月)

岡山県内の会員事業所に所属す
る従業員が、運転練習場または
指定教習所を利用し、免許を取
得した場合に、要した費用の一
部助成

⑬経営診断受診促進助成金

⑦大型・中型・けん引免許
取得助成金　[実績申請]

⑧若年ドライバー確保のための
運転免許取得支援助成金
[実績申請]

⑪自家用燃料供給施設整備支援
事業助成金 [事前申請]

⑨インターンシップ
導入促進支援事業助成金
[実績申請]

⑩人材確保活動助成金
[実績申請]

[注] 助成内容の欄に記載している助成額はトラック協会(全日本トラック協会を含む)の助成額です。
[※] 低公害車、自動点呼（ロボット点呼）機器及び遠隔点呼機器、大型・中型・けん引免許取得などについては、別途国の補助制度も併用可能で
す。

①防災対策及び感染症防止対策
物資購入助成金［実績申請］

https://okayama-ta.or.jp/

